B5用紙

（個人）　　　　　　　　　　　　　　　（報告　赤石　　　）　

	山（山域・ルート）袈裟丸山（後袈裟）


【日時】17年11月11日（金）日帰り　
【メンバー】

赤石　その他一名　　　　　　　　
（計　２　名）
【行動記録】

新白岡東口武蔵野銀行6:50…R122…折場登山口着10:00　　　　　　　　　　　　　　　　　

登山開始10:10…賽の河原11:00…小丸11:30～11:45…前袈裟12:35～13:00

…後袈裟13:25～13:50…折場登山口16:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上り　３時間　下り　２時間
【装備・食料等】

　ﾂｪﾙﾄ、雨具、ヘドライト、テルモス、水、地図、コンパス、手袋、防寒具、細引き、薬など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　今まで３度、塔ノ沢登山口から登りましたが、今回は職場の後輩を連れてコースの短い折場口より登ってみました。出来れば後袈裟の先を少し行けたらイイナと思ってましたが、連れが朝遅れたことに始まりラッシュに揉まれて、遅すぎの出発。もったいない駆け足登りでした。風もなく比較的温かで途中からはTシャツで登り、前袈裟で昼飯。八反張のコルは鎖が新しくなりしっかりしている。後袈裟で連れにコーヒーを飲ませ、ザックおいて１０分程先へ行ってみる。か細く胸ぐらい藪ばかり・・。いつかここから皇海山まで、また日光白根まで行けたらイイナと思いをはせて下る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
春･夏はまだ道がわかり易いが、ダニも多く座れない時もある。この時期は虫はいないが道が笹に隠れてﾍﾟｰｽがおちる。5月の小丸付近のアカヤシオ、前袈裟から奥の石楠花は最高です。眺望は小丸と、前袈裟から５分程奥の所で日光連山、皇海山、鋸、庚申山、氷室山などがよく見えただけ。紅葉は折場登山口周辺で色とりどりのカエデ類が見ごろでした。上の方ではナナカマドの赤い実とシラカバの黄葉。帰りは少し暗くなったが、うわさにきく大滝に寄ってみる。ﾍｯﾃﾞﾝつけていくと立派な長い吊橋。わたるとすごい轟音で落差５０m以上はありそうな滝が現れる。栃木出身の連れが言うには華厳の滝よりずっとすごい！とのこと。すっかり真っ暗の中の大滝は大迫力でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
